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研究成果の概要（和文）：東南アジア諸国において、胃がんおよび大腸がんに注目した国際エコ

ロジカル研究を行ったが、特に、インドネシア 6地区で胃がん罹患率が低いのは、ピロリ菌感

染率が低いことによると考えられた。コンケンでの胃がん症例対照研究では、野菜・果物摂取

が予防要因であった。大腸がん症例対照研究では、家族歴、肉の摂取がリスク要因であり、メ

チレンテトラヒドロ葉酸還元酵素遺伝子多型と飲酒、肉の摂取との間に交互作用が観察された。 

 
研究成果の概要（英文）：We conducted international ecological and case-control studies 

for gastric and colorectal cancers in Southeast Asian countries, including Vietnam, 

Thailand and Indonesia. International ecological studies in Indonesia have suggested that 

very low incidence of stomach cancer in six areas, in particular, may be due to low 

prevalence of Helicobacter pylori. The present case-control study for stomach cancer in 

Khon Kaen indicated that consumption of fruit and vegetables was a preventive factor. 

The study for colorectal cancer revealed that family history and consumption of red meat 

were risk factors. There were interactions between methylene tetra-hydro folate reductase 

genetic polymorphisms at codon A1298C and consumption of alcohol and red meat. 
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１．研究開始当初の背景 

東南アジア諸国における消化管がん（特に、

胃がんと大腸がん）には、地域差が大きい。

その理由に関わる宿主要因、環境要因の関与

を究明する。 

 
２．研究の目的 

東南アジア諸国において、胃がんおよび大

腸がんに関する国際エコロジカル研究およ

び症例対照研究を実施し、東南アジアおよび

世界の当該がんの予防・コントロールに資す

る。本調査の遂行を通して、当該地区への疫

学研究に関する技術移転を図る。 

３．研究の方法 

(1) 国際エコロジカル研究としては、ベトナ

ムのハノイとホーチミン市、タイのコンケン、

インドネシアのジョグジャカルタなど 6地区

の一般住民を対象とし、生活習慣調査票

（LSQ）および食物摂取頻度調査票（FFQ）調

査を実施し、呼気を用いてウレアーゼテスト、

血液はピロリ菌抗体、ペプシノゲン、抗酸化

物質などを分析し、尿は塩分、カリウムなど

の排泄量分析などを行った。白血球層を用い

てヒト組織適合性抗原（HLA）（特に、クラス

II の HLA）、ピロリ菌感染・炎症サイトカイ

ンなどに関する遺伝子多型（CD14，IL1β、

IL4、IL8、TNFα、PTPN11）を解析し、宿主

要因の関与および宿主要因と環境要因（生活

習慣要因）との交互作用について調べた。 

(2) 東南アジア 3 地区（ハノイ、コンケン、

ジョグジャカルタ）において、胃がんおよび

大腸がんに関する症例対照研究を行った。す

なわち、ハノイ（胃がん症例 544 例 vs. 対照

群542例および大腸がん症例417例vs. 対照

群 414 例）、コンケン（（胃がん症例 101 例 vs. 

対照群 202 例および大腸がん症例 253 例 vs. 

対照群 253 例）、ジョグジャカルタ（大腸が

ん症例 91例 vs. 対照群 333 例）に対して、

LSQ および FFQ 調査を行い、血液試料を用い

てピロリ菌抗体、各種遺伝子多型を解析し、

宿主要因と環境要因（生活習慣要因を含む）

との交互作用について検討している。 

４．研究成果 

(1) 東南アジア諸国のうち、ベトナムのハノ

イ、ホーチミン市およびタイのコンケンで胃

がん罹患率が高いのは、ピロリ菌感染率が高

いことで説明できよう。インドネシア 6地区

で胃がん罹患率が低いのは、ピロリ菌感染率

が低いことによると示唆された。ピロリ菌感

染群と非感染群の HLA、各種遺伝子多型分析

を行ったところ、ピロリ感染群が非感染群に

比較して、HLA-DQB1*0301（ハノイ[ピロリ菌

高感染地区]）、DQB1*0401（マタラム[ピロリ

菌低感染地区]）が多かった。この差異が両

地区におけるピロリ菌感染率の差異の一部

を説明できるかも知れない。さらに、細菌感

染・炎症サイトカイン・薬物代謝関連遺伝子

多型に関する統計学的解析を加え、現在、イ

ンドネシアでピロリ菌感染率が低いことに

対する宿主要因、生活習慣要因、両者の交互

作用を検討している。 

(2) コンケンでの胃がん症例対照研究では、

野菜・果物摂取が予防要因であることが認め

られた。大腸がん症例対照研究では、家族歴、



肉の摂取がリスク要因であること、メチレン

テトラヒドロ葉酸還元酵素 A1298C と飲酒・

肉の摂取との交互作用があることが観察さ

れた。なお、ハノイでの胃がんおよび大腸が

んの症例対照研究はデータ解析中である。イ

ンドネシアの大腸がんに関する症例対照研

究は、対象者の収集を継続している。 
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